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理学瘤法学科tと、本年4月から三号館お`ら本館ギゝ執峯を幕転しました。より広い敦室にて授業を受け
てもらえるようになりました。また新たな試みとして、新入生在赫熱に、自島r、行つてきました。
′
)｀ しずつですが、より充実 L′ た「教育」を提供できるよう、われわれ理学教員―同、一丸となつて
適進してまいる所存です。何とゼL弓 |き矯きようしくお願いいたします。
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演戸奉lJで例えれば、理学療法士は「主投」を引き立てる「黒子」に

徹すること。「主役」の「らしさ」が最大限引き出せば、我々の |

役日は達成されたことになりますと見方を変えれば究極D「人道 |
主義」だと思います。
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理学藤法三年生は、本年1月

'〕

ら`長期の臨床実習
に臨みます。実習士也は広島だけでなく、福岡、長
崎など遠方り古題設もあります。これまで培つた畑
力・柱桁力を織動員し、売実した実習期間として
もらいたいと愚つております。
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理学療法学科2年生は、

横則授業がおおよそ12月上
旬で終了し、その機は臨床

実習に,向け、実技を中心と
した検討に入ります。

デイリーダート、各評価
項目い測定と記載方法な
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これまでい集六威を一人
ひとり言識しながら与真却1

に取り組んでいる饗は、頼
もしいかぎりです。
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